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◎開会の宣告 

○議長（松田謙吾君） それでは、ただいまより全員協議会を開会いたします。 

（午前１０時００分） 

                                         

○議長（松田謙吾君） 本日の全員協議会の案件は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金（２次交付金）についてと、地域公共交通の路線・ダイヤ改正についての２つであります。

それぞれ担当課からの説明を行い、不明点などの質疑を行った後、内容に対するご意見等がありま

したら協議を行います。 

それでは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（２次交付分）について町側から

の説明を求めます。 

竹田副町長。 

○副町長（竹田敏雄君） 全員協議会の開催をいただきお礼を申し上げます。本日は新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金の国の第２次補正予算を受けての制度概要と、７月補正予算

に計上する予定のコロナ対策事業等についてご説明をさせていただきたいと思います。先般６月12

日に国の２次補正予算が成立し、６月25日には第２次補正予算の制度概要と本町への配分額が示さ

れたところであります。今回配分された２次交付額は総額で３億6,968万3,000円であり、７月と９

月の２回に分けて補正予算を計上し、切れ目のないコロナ対策に取り組んでいきたいと考えており

ます。現在、九州地方で豪雨災害が報道等で報じられる中、避難所等における住民の感染症対策が

課題となっています。これからの季節は、本町においても大雨や高波等災害が発生する時期を迎え

ることから、避難所等における衛生対策の強化が必要となっております。また、町内の経済状況に

ついても依然として厳しい状況にあり、地域経済を守るためにも支援をしようとする方々に町民生

活や経済活動の平常化のための支援をはじめ、新しい生活様式の実践普及に努めていかなければな

らないと考えております。 

このことから、７月の補正予算では災害時における感染予防対策と町民生活・経済活動のための

支援を中心とした25事業に対して、臨時交付金２億3,925万円を充当しながらコロナ対策のさらな

る充実を図ってまいりたいと考えております。一方、９月の補正予算では７月補正予算の残り１億

3,043万3,000円を活用し、年末年始をターゲットとした経済対策等を中心に本町におけるⅤ字回復

を加速させていきたいと考えております。現時点では事業内容等についてお示しすることはできま

せんが、９月会議前に議員の皆様方に事業説明をする機会を設けさせていただければと思います。

それでは、７月会議で提案するコロナ対策事業について各担当から説明しますので、ご審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○議長（松田謙吾君） 工藤企画課長。 

○企画課長（工藤智寿君） 説明に入る前に本日の流れについてご説明をさせていただいと思いま

す。制度概要について、それから２番目の事業概要については企画課から説明させていただき、資

料３の臨時交付金事業については各担当課長から説明させていただきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 
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それでは、資料１を御覧ください。新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に係る国

の第２次補正予算の概要についてでございます。１、全体概要についてであります。(１)、国の予

算計上額についてでありますが、第２次補正予算では総額２兆円が追加計上され、先般の１次補正

予算と合わせて３兆円となっているところでございます。 (２)、所管、(３)、交付対象については

前回の１次補正予算と変わらず記載のとおりとなっております。(４)、充当可能事業でありますが、

今回計上された予算は全て町独自で実施するコロナ対策事業、いわゆる地方単独事業に充当するこ

とができます。(５)、使途についてでありますが、前回と同様に感染拡大の防止、住民生活の支援、

地域経済の回復が主たる使途となりますが、今回は新たに事業継続や雇用維持等への対応、新しい

生活様式を踏まえた地域経済活性化等への対応の２つの柱が国より示されております。それに基づ

いた対策が求められている内容となっております。次に交付金の配分の考え方についてであります

が、それぞれの柱に１兆円ずつ割り振られ、事業継続や雇用維持等への対応分は人口・事業所数を

基礎とし、感染状況を加味しながら都市部に手厚く配分されております。一方、新たな生活様式等

への対応分は人口、年少者・高齢者の比率、財政力等に基づき配分されており、地方に重きを置い

た配分となっているものでございます。今回の交付金も昨今の感染状況と地方財政力から北海道に

おいては448億円、道内市町村計が763億円と合計1,211億円となり、第１次補正予算に続きまして北

海道が最も多くなっております。 

２、交付限度額についてであります。今回配分された２次交付額は３億6,968万3,000円であり、

１次交付分と合わせて総額４億7,962万8,000円となります。その内訳としては、事業継続や雇用維

持等の対応分として１億312万4,000円、新しい生活様式等への対応分として２億6,655万9,000円と

なっております。 

３、スケジュールであります。６月12日に国の第２次補正予算が成立し、６月25日に制度要綱等

が国より発出されました。実施計画の提出期限は９月末までと時間的には余裕がありますが、切れ

目のないコロナ対策を継続的に進めるため、先ほど副町長のご挨拶の中にもありましたが７月と９

月の２回に分けて補正予算を計上させていただければと考えております。本日お示しする事業費は

現時点での概算額となっておりますが、７月の補正予算の提案までには事業費等を精査してまいり

たいと考えておりますのでご理解をお願いいたします。 

○議長（松田謙吾君） 温井企画課主幹。 

○企画課主幹（温井雅樹君） 私から（２）、事業概要についてご説明したいと思います。資料２を

御覧ください。７月補正予算に計上予定の臨時交付金事業の概要についてでございます。横軸に国

の第２次補正予算の２つの柱、事業継続や雇用維持等への対応と、新しい生活様式等への対応を設

定し、縦軸に感染拡大の防止、住民生活の支援、地域経済の回復と３つの対策を掲げ、町民の命と

生活を守るための７つの取組をＡ－１からＣ－３まで整理し要図化したものでございます。 

まず、１つ目の対策、感染拡大の防止についてであります。Ａ－１の３密対策を実施した、より

快適な空間の創造でございますが、公共施設等における感染防止対策として、避難所等のトイレ改

修や水洗改修を事業化したもので、11事業に対して１億3,730万円の臨時交付金（地方単独分）を充

当するものでございます。 

次に２つ目の対策、住民生活の支援についてであります。Ｂ－１、住民への生活支援対策は新生
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児への支援金の給付を事業化したもので、１事業に対して500万円の臨時交付金を充当するもので

ございます。Ｂ－２、学校ＩＣＴ環境の整備につきましては、学校タブレットの整備をはじめ、校

内ＬＡＮの整備、ＧＩＧＡスクールサポーターとしてのＩＣＴ技術者の配置を事業化したもので、

３事業に対して3,610万円の臨時交付金を充当するものでございます。Ｂ－３、住民生活に係る新し

い生活様式の実践はオンライン通信を活用した相談体制等を事業化したもので、３事業に対して160

万円の臨時交付金を充当するものでございます。 

続いて、３つ目の対策、地域経済の回復についてであります。Ｃ－１、中小企業者等への支援は、

中小企業者等の上下水道料金の支援や１次産業者への経営支援、事業者への持続化支援金を事業化

したもので、３事業に対して4,375万円の臨時交付金を充当するものでございます。続いて、Ｃ－２、

雇用維持・雇用機会の確保等は、失業者等対策、労働者休業支援、生活資金支援を事業化したもの

で、３事業に対して450万円の臨時交付金を充当するものでございます。最後に、Ｃ－３、事業経営

に係る新しい生活様式の実践は、中小事業者等への新しい生活様式の実践普及を事業化したもので、

１事業に対して1,100万円の臨時交付金を充当するものでございます。今回計上した25事業への２

次交付金の充当額の合計でございますが、欄外に記載のとおり総額２億3,925万円となります。 

続いて（３）、臨時交付金事業についてでございます。冒頭、資料３の説明に入る前に事業費の欄

についてご説明したいと思います。表中にコロナ臨時交付金（地方単独分）、国庫補助等、コロナ臨

時交付金（国庫補助分）と３つの財源内訳を記載しているかと思います。まずコロナ臨時交付金（地

方単独分）でございますが、これは今回本町に２次交付された約３億7,000万円を財源とした充当額

を示すものでございます。 

次に、国庫補助等でありますが、これは総務省や文部科学省など各省庁の補助制度に係る補助額

を示しております。続いて、コロナ臨時交付金（国庫補助分）でございますが、これは国の１次補

正予算の未配当分の約3,000億円を財源として今後３次交付として配分される交付予定額を示した

ものでございます。それでは事業番号の１から順に各担当課長から事業概要について説明させてい

ただきます。中小事業者等上下水道料金支援事業から順に説明をいたします。 

○議長（松田謙吾君） 本間上下水道課長。 

○上下水道課長（本間弘樹君） 中小事業者等上下水道料金支援事業でございますが、事業の目的

といたしましては、コロナ禍における中小事業者等の上下水道料金の負担を軽減し、売上高の減少

に伴う事業経営を支援するというものでございます。事業概要につきましては、業務用として登録

している上下水道のうち、前年同月比20％以上の売上げが減少した事業者及び北海道の休業要請に

応じ休業を行った事業者に対し、上下水道料金３か月分相当額、上限10万円を給付するものであり

ます。対象者は上下水道の用途が業務用で登録されており、町が実施する給付金事業のいずれかの

交付決定を受けたものということで、一つは中小企業等緊急支援事業、もう一つは、小規模事業者

等経営支援事業、それから今後実施を予定しておりますが、一次産業事業者経営支援事業、これら

３事業のいずれかの給付金該当者ということを対象といたします。それから、事業費の内訳ですが、

記載のとおり事務費を含めまして、概算で1,800万円としております。内訳については全額国の臨時

交付金を充当する予定でございます。 

○議長（松田謙吾君） 三上農林水産課長。 
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○農林水産課長（三上裕志君） 続きまして、一次産業事業者経営支援事業でございます。事業の

目的でございますが、町内の一次産業事業者に対する支援措置として、新型コロナウイルス感染拡

大の影響を受けている町内の一次産業事業者における安定的な経営及び事業の維持・継続を図るこ

とを目的とします。事業の概要でございますが、前回の第１次補正予算の際に経済振興課からご提

案させていただいております、小規模事業者等経営支援事業で対象から外れている一次産業事業者

に対しまして、同じ内容で経営支援をするという内容となっております。給付額については、持続

化給付金をいただいている方については５万円、それ以外の方については10万円となっております。

給付の方法ですが、町から農業協同組合、漁業協同組合への補助金を出しまして、そこから各事業

者に支給するといった形で考えております。事業費の内訳ですが、持続化給付金を受けている方が

おおむね80件、それ以外の方が189件ということで事務費を含めまして総額2,450万円を概算額とし

ております。 

○議長（松田謙吾君） 臼杵経済振興課参事。 

○経済振興課参事（臼杵 誠君） ３番でございます。コロナ特別対応型小規模事業者支援事業と

いうことでございまして、こちらにつきましては、国の小規模事業者持続化補助金に対する上乗せ

補助なのですが、国の補助金につきましては、小規模事業者における販路拡大など前向きに取り組

む小規模事業者さんに対して国が補助をするというもので、補正予算第１号において一般型という

メニューについて12分の１の上乗せ補助ということで先般予算の議決をいただいたところですが、

５月に新たにコロナ特別対応型というメニューができたことによりまして、こちらは上限額100万

円の制度となっており、こちらについても同様に町からの上乗せ補助を行うことによって販路拡大

などに取り組む小規模事業者に対して支援をしてまいりたいと考えております。町の補助率は、一

般型と同じで12分の１、上限額は12万5,000円。現時点でのエントリー数を勘案して10件分というこ

とで、概算ですが合計125万円ということで整理をさせていただいております。 

○議長（松田謙吾君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 私からは、４番から６番まで続けてご説明をさせていただきたい

と思います。まず、４番でありますけれども、コロナ失業者等対策事業ということで、事業費につ

きましては100万円を予定しております。目的といたしましては、新型コロナウイルス感染症の影響

による失業者を含む求職者と人材不足に悩む企業とのマッチングを図って合同企業説明会等を実施

するものでございます。今回の事業につきましては大きくは感染予防対策をしっかりした上で、コ

ロナの失業者等を企業とマッチングさせようという目的で考えているところでございます。予防対

策につきましては体温確認やアクリル板等の間仕切り、アルコール消毒等を設置しながら徹底して

行ってまいりたいと考えております。事業費の内訳につきましては報償費、需用費、役務費という

ことで、それぞれ記載のとおりで事業費合計全額コロナ臨時交付金を活用して100万円を予定して

おります。効果といたしましては、新型コロナウイルス感染症の影響による失業者の求職、あるい

は町内企業のマッチングにより、それぞれに人材活用等を図ってまいりたいということでございま

す。 

続きまして、５番、労働者生活資金支援事業でございます。事業費につきましては250万円を予定

しております。この事業につきましては新型コロナウイルス感染症の影響を受け経済的に難しい方
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で、北海道社会福祉協議会による生活福祉資金の緊急小口資金特例貸付を活用されている方がいら

っしゃいますので、そういった方に対して町として独自に５万円を上限として給付することで生活

支援を図ってまいりたいというものでございます。事業規模といたしましては令和２年４月１日か

ら特例貸付を受けた町内の40件ございますので、プラス10件程度の枠を持ちながら給付を行うとい

うところでございます。事業費の内訳としましては補助金という形になりますが、５万円の50件で

250万円を予定しております。事業効果といたしましては新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

休業や解雇等により収入が減少した世帯の生活を支援していく事業になっております。 

続きまして、６番でございます。労働者休業支援事業で事業費につきましては100万円程度を予定

させていただきたいと考えております。こちらにつきましても、新型コロナウイルス感染症の影響

により休業中に賃金を受けることができなかった労働者が、国の新型コロナウイルス感染症対応休

業支援金・給付金を受給した場合、町で上乗せ支援をして休業中の期間の所得を補填しようという

考えでございます。基本的には国は休業中の期間に関しての平均賃金の８割、上限１万1,000円とな

っており、その２割分ということで平均賃金の上限を１万3,750円とし、町としてはそれぞれ2,750

円を補填していく考えでございます。しかしながら、日数については国のほうは４月１日から９月

30日までの期間となっておりますが、町としてはこの日数を掛けて上限を10万円という形で支援を

させていただきたいと考えております。事業イメージとつきましては、表中下段のとおりでござい

ます。内訳につきましては、上限10万円のおおむね10件程度を見込んで合計100万円の予算で予定さ

せていただきたいと考えております。事業効果につきましては新型コロナウイルス感染症に起因し

て休業し、その間賃金等を受けることができなかった労働者への生活支援に努めてまいりたいとい

うことでございます。 

○議長（松田謙吾君） 渡邊子育て支援課長。 

○子育て支援課長（渡邊博子君） ７番の新生児育成支援事業でございます。事業費は500万円で全

額臨時交付金を充当いたします。事業目的です。新型コロナウイルス感染症により景気低迷が広が

り、新たな生活様式を進めていく状況下で出産し子育てしている世帯に対してかかる経費の負担を

軽減し生活を支援するための給付を行います。事業概要でございます。給付対象者は令和２年４月

28日から令和３年３月31日までに出生し、白老町に住民登録した子供です。受給者は給付の対象と

なる子供の保護者です。給付額は子供１人につき10万円といたします。給付対象の例でございます

が、①、令和２年４月27日以前から白老町に在住し、令和３年３月31日までに子供が生まれた方。

②、令和２年４月28日以降に白老町へ転入、転入の日から令和３年３月31日までに子供が生まれた

方。③、里帰り出産等で一時的に町外へ転出し、令和２年４月28日以降に町外で子供が生まれ、令

和３年３月31日までに白老町に転入された方となります。給付の対象とならない方は、①、里帰り

出産のために一時的に白老町へ転入し、令和３年３月31日までに子供が生まれた方。②、他の市町

村で令和２年４月28日以降に生まれた子供が給付対象となる支援金や給付金を受給後、白老町へ転

入された方。③、令和２年４月28日以降に白老町以外の市町村で子供が生まれて、令和３年３月31

日までに白老町へ転入された方、この対象例の③を除くということにさせていただく予定です。事

業費の内訳は４月28日から来年３月31日まで出生する子供を50人と見込んでおります。全額扶助費

として500万円計上する予定でございます。 
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○議長（松田謙吾君） 池田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（池田 誠君） ８番の公共的空間安全安心確保事業の教育委員会所管分です。事

業の目的としましては、町内避難所等の衛生環境設備の改善ということで、該当する施設としまし

ては社会教育施設で指定避難所となっております白老コミセン、総合体育館、竹浦コミセンになり

ます。事業の中身につきましてはトイレの蛇口を自動化することが第一となりますが、かつ、白老

コミセンと総合体育館につきましては、平常時においても不特定多数の人が事業、イベント等で利

用されることから、トイレの洋式化と内装の乾式化も合わせて実施する取組となっております。事

業費につきましては7,950万円の計上となっており、効果としましては利用者、管理者ともに感染予

防対策が図られるものと考えております。 

○議長（松田謙吾君） 笹山アイヌ総合政策課長。 

○アイヌ総合政策課長（笹山 学君） ９番の公共的空間安全安心確保事業でございます。事業の

概要につきましては町内主要避難所拠点として不特定多数の方が利用する町内生活館の社台、萩野、

竹浦、虎杖浜生活館におきまして、トイレ手洗い水栓を非接触型の自動水栓化とすることで、新型

コロナウイルス感染症拡大防止をはじめ、衛生の強化を図るものでございます。事業費といたしま

しては全額コロナ臨時交付金（地方単独分）を計上いたしまして190万円となっております。 

○議長（松田謙吾君） 本間生活環境課長。 

○生活環境課長（本間 力君） 10番の公共的空間安全安心確保事業でございます。こちらにつき

ましては北吉原ふれあいプラザでございまして、９番と同様に対象が自動水栓の改修でございます。

工事費といたしましては60万円ということで、事業効果としましては現在も感染予防対策を徹底し

ておりますが、より効果を高められるというところでございます。 

○議長（松田謙吾君） 久保健康福祉課長。 

○健康福祉課長（久保雅計君） 健康福祉課担当の11番、公共的空間安全安心確保事業です。同じ

ように新型コロナウイルス感染症の流行が続く中で、総合保健福祉センターの水栓の17か所を発電

式の自動水栓に改修するものでございます。施設内の状況といたしましては障がい者の方が利用さ

れるということで、重篤化の可能性が高いものですから、感染予防の基本となる手洗いを来所者及

び職員に徹底することで感染予防につなげるものでございます。事業費は約350万円を予定してお

りまして、コロナの臨時交付金を全額充当することとしております。事業効果としましては施設の

利用者及び町民や業務を担当する職員の感染予防を行うことで安全安心につながるものでございま

す。 

○議長（松田謙吾君） 本間生活環境課長。 

○生活環境課長（本間 力君） 12番でございます。白老葬苑衛生対策事業でございます。現在火

葬業務が増加傾向にある中で、新型コロナウイルス感染症予防対策を徹底していきたいという考え

です。今回につきましては便座洋式化とそれに伴う内装、電気設備でございまして、さらにはほか

の施設と同様自動水栓改修等を行う予定でございます。事業費の内訳でございますが改修工事費と

して約1,200万円ということで、この改善を徹底してまいりたいという考えでございます。 

○議長（松田謙吾君） 高尾総務課長。 

○総務課長（高尾利弘君） 13番の役場窓口衛生対策事業でございます。事業費内訳は600万円とい
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うことでございます。事業目的は役場につきましても不特定多数の方が利用する施設ということで、

特に感染防止対策が必要だということで、役場庁舎１階の窓口カウンターを中心とした飛沫感染防

止対策の仕切り板を設置させていただくというものです。事業概要は役場庁舎１階の町民課の窓口

と税務課の窓口及び指定金融機関窓口に仕切り板を設置させていただくものです。施工の内容につ

いては現在も簡易的な手作りの物を設置しておりますが、今回はカウンターを利用者と対面する前

側とサイドも仕切ります。事業費として600万円を計上するものでございます。 

○議長（松田謙吾君） 久保健康福祉課長。 

○健康福祉課長（久保雅計君） 14番の総合保健福祉センター窓口衛生対策事業でございます。こ

ちらにつきましても、ただいまの総務課の説明と同じようにカウンターの部分に仕切り板を設置し、

横のほうとの仕切りも設置するということでございます。場所としましては健康福祉課、高齢者介

護課、子育て支援課、社会福祉協議会も施設の中に入っていますので、そちらにも同じように仕切

り板を設置して感染対策を行いながら各種相談、申請などを行われる方に対しての感染予防や職員

の感染予防に努めるものでございます。 

○議長（松田謙吾君） 冨川経済振興課長。 

○経済振興課長（冨川英孝君） 15番でございます。ポロトミンタラ感染拡大防止事業でございま

す。事業費は230万円を想定しております。目的といたしましては、この７月12日にウポポイ開業と

合わせて、駅北観光インフォメーションセンターについても、本格的に来場者が増えるということ

でございますので、感染症拡大を未然に防ぐためのデジタルサイネージ型サーモグラフィー検温シ

ステムを導入したいと考えております。基本的には当面はサーモグラフィーの機能を優先し、平常

時につきましては様々な観光案内情報を視覚的にご案内できるようなデジタルサイネージとしての

機能を持ったシステムを導入したいと考えております。事業費の内訳につきましては備品購入とい

たしましてサーモグラフィー検温システム230万円です。事業効果といたしましては利用者の安全・

安心の確保、観光インフォメーション機能等の持続可能なサービス提供ということを想定しており

ます。 

○議長（松田謙吾君） 池田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（池田 誠君） 16番のイベント等開催感染拡大防止事業です。事業費につきまし

ては200万円を計上させていただいております。事業目的につきましては緊急事態宣言解除後にお

ける新しい生活様式に基づく行動の指針としまして、公共施設における感染予防対策を図るもので

ございます。事業概要につきましては公民館と教育施設における会議、催事における感染予防対策

の備品の購入を計上しております。購入品目としましてはハンディ型の非接触型の検温システム５

台、入場する際の仕切りとしまして、ベルトパーテーションを20本、各施設における自動手指消毒

器５台を計上しております。事業効果としましては平常利用時、また不特定多数が来場されるイベ

ント等におきまして、管理者及び利用者に対する感染予防対策が図られるものと考えております。 

○議長（松田謙吾君） 工藤企画課長。 

○企画課長（工藤智寿君） 17番の関係人口創出・拡大事業でございます。こちらの事業目的は関

係人口拡大を図るため、関係人口と捉えられるふるさと納税寄付者とのつながりを持ち続け環境を

整備し、積極的な情報発信を行ってまいりたいというところが１点と、白老町への関心を高めても
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らい、２地域居住や完全移住につなげていくとともに、寄付件数の増加により町内返礼品取扱事業

者の販路拡大に寄与することを目的とするものでございます。事業の概要でございますが、ホーム

ページにおける事業者ＰＲの強化を図りたいということで、こちらにつきましては返礼品を生産製

造する代表者のこだわりや、従業員の姿などインタビュー等取材して掲載し、返礼品に対する安心

感と事業者に対する好感度を高めることで、付加価値を向上させてまいりたいと考えております。

ひいては白老町のファンづくりに寄与させていただきたいということです。２つ目としまして、寄

付者との関係づくりでありますが、ＬＩＮＥ公式アカウントを取得して友達登録を行い、ふるさと

納税に係る返礼品の使い道、白老町の地域・観光情報などを定期的に発信することにより、継続的

な関心やつながりを持ち続けることを目指すものでございます。３つ目としまして、来町者向けＰ

Ｒ強化事業としまして、特設サイトやＬＩＮＥの友達登録に直接接続するＱＲコード入りのポスタ

ーやチラシ、ポップなどを設置・配布することで関心度を高め、来町者との関係強化を図ってまい

りたいという中身でございます。 

○議長（松田謙吾君） 臼杵経済振興課参事。 

○経済振興課参事（臼杵 誠君） 18番の新しい生活様式実践普及事業でございます。こちらにつ

きましては先般ウポポイが開業したことによりまして、本町に多くの方が来訪されることを鑑み、

町内の中小事業者等が感染予防対策を行う場合について補助をするというものでございます。給付

対象者につきましては感染予防策を行って感染リスクを低減させる新しい生活様式、北海道内につ

きましては新北海道スタイルということですが、そちらを実践する中小事業者です。対象経費とい

たしましては換気設備ですとか消毒・清掃、それから消毒液・マスク・仕切り板の購入費について

補助率は４分の３で上限を20万円として考えております。こちらにつきましては50件程度想定して

おりまして、事務費を合わせて概算1,100万円としております。事業効果といたしましては町内の飲

食店、宿泊施設など中心としながら消費の喚起を図り安心して来ていただける環境をつくるという

ことで、それによりまして中小事業者の経営安定と事業の継続を図ることを目的としております。 

○議長（松田謙吾君） 久保健康福祉課長。 

○健康福祉課長（久保雅計君） 19番のオンライン相談支援事業でございます。こちらにつきまし

ては事業費概算で180万円を見込んでおります。そのうち、国・道支出金につきましては半額の90万

円でありまして、また、コロナの国庫補助金につきましても80万円を見込んでおります。今回のコ

ロナの臨時交付金の対象となる金額は10万円と見込んでおります。事業の目的としましては新型コ

ロナウイルス感染症に伴い、メンタル面での不安を感じている町民の方への対応として、直接窓口

相談や訪問によらない相談ができる体制を整備するため、リモート相談窓口などを開設して、町民

の方の心の不安の解消に少しでも寄与できればと考えております。 

 事業の内容としましてはオンラインによる保健指導等を実施すること、こちらにつきましては妊

娠期間中のいろいろな不安を覚えるなど、知識や技術を習得するような機会が少なくなる可能性が

あるものですから、こういった機会を少しでも減らすためにオンラインでの相談窓口やオンライン

以外でも動画の配信等行って、情報提供を含め少しでも参考にしていただければと考えております。

また、妊産婦の方から聞き取りをする中で、こういうことがあればいいという要望があれば、極力

そういう要望を踏まえながら進めていき、住民のニーズに応えていくものですので、現時点で考え
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ているのはそういうところでございます。これは中身も少しずつ要望をいただきながら考えていき

たい部分でございます。また、オンラインによる心の健康相談の実施も考えておりまして、こちら

につきましては生活困窮等から自殺リスクにつながる部分もございますので、面談や訪問によらな

い相談機会を少しでも増やし、匿名にも対応して、少しでも不安を解消することが必要だと考えて

おります。事業の手法としましては母子健康相談等は自宅でも受けられるように、事前に申込みを

していただき、保健師・管理栄養士とオンラインで相談していただく、また集団で会議機能を使い

ながら皆さんと情報交換しながら教室等を開催するようなことも考えております。内容につきまし

ては記載のとおりでございますが、妊娠中、産前産後、お子さんの発育や離乳食の相談などについ

ての相談を受けようと思っています。心の健康相談につきましても事前申込みで受付をし、ある程

度決まった時間で相談をしていくということで考えております。事業費の内訳としましては消毒液

や用紙、プリンタートナー等需用費で40万円、備品購入費としてノートパソコンや動画撮影用の機

材一式で140万円を見込んでおります。事業効果といたしましては先ほども申し上げたとおり、オン

ラインで相談を受けることや動画を配信することで、少しでも皆さんの不安の解消につながればと

いうことで考えております。 

○議長（松田謙吾君） 渡邊子育て支援課長。 

○子育て支援課長（渡邊博子君） 20番のオンライン相談支援事業で、子育て支援部門のところで

す。事業費は90万円で財源内訳としまして、子ども・子育て支援交付金の国と北海道の負担で60万

円、そして地方負担分に充当可能な臨時交付金30万円でございます。事業目的ですが子育て世代包

括支援センターと子育てふれあいセンターで不安等の相談に対応することと、オンライン会議等に

よりまして関係機関との連携・調整等を行ってまいります。事業概要です。新型コロナウイルス感

染症の拡大防止に配慮した相談支援体制の構築・強化を目的とし、テレビ電話を活用した相談支援、

オンライン会議による関係機関との連携・調整等を行うため、タブレット端末の導入などによる環

境整備を行います。子ども・子育て支援交付金の交付対象事業が拡大となったことから、同交付金

を活用するものでございます。子育て世代包括支援センターはタブレット端末一式のほか、Ｗｉ－

Ｆｉ環境を強化するための端末を購入いたします。子育てふれあいセンターはタブレット端末一式、

ノートパソコン等を購入いたします。事業費の内訳ですが子育て世代包括支援センターのＷｉ－Ｆ

ｉ環境を強化するための端末を購入するということで、登録手数料やネットの利用料の役務費、備

品購入でタブレット端末等の部分がありまして合わせて90万円の事業予算となっております。事業

効果としましては感染防止のためセンターまで来訪できない保護者に対しても、自宅にいながら顔

の見える悩み相談、また子供の状態等の確認を行うことができまして、よりきめ細やかな支援体制

の強化及び心身健やかな成長を促すことができるものと考えております。 

○議長（松田謙吾君） 鈴木学校教育課長。 

○学校教育課長（鈴木徳子君） ５事業についてご説明申し上げます。まず21番のタブレット端末

整備事業です。これは１次交付のときにもお話させていただいたものになります。前回と異なりま

して、教師用の部分についての100台の部分についても予算を確保して進めていきたいと思います。

国の補助の部分については、公立学校情報機器整備費補助金が全児童生徒数の３分の２の部分につ

いて上限４万5,000円として補助されることとなっております。補助限度額が記載のとおり、2,400
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万円となっております。それ以外にかかる部分について、今回のコロナ臨時交付金（地方単独分）

で対応とさせていただきたいと思います。タブレット端末の購入のほか、諸経費、事業支援に係る

ソフトなども含めまして総事業費となっております。 

続いて22番の校内通信ネットワーク環境整備事業です。これも前回のときにお話ししたとおりで

ございまして、校内でタブレットを購入いたしますので、それにかかる充電をし、鍵がかかる保管

庫の購入と、普通教室で１人１台端末が活用できるように校内ＬＡＮの整備が必要となりまして、

この部分について活用する補助金としては、公立学校情報通信ネットワーク環境整備補助金、これ

が補助率２分の１となっておりまして、それ以外の部分については0.8のコロナ臨時交付金（国庫補

助分）がありますので、残りの部分はコロナ臨時交付金（地方単独分）を活用させていただきたい

と考えております。 

続いて23番のＧＩＧＡスクールサポーター配置事業です。この部分についても国のコロナ臨時交

付金（国庫補助分）、コロナ臨時交付金（地方単独分）、補助率が２分の１となっております。ＧＩ

ＧＡスクールサポーターというのが、これから１人１台端末、それからＩＣＴを活用しての授業の

展開等を考えたときに、学校の教職員だけの業務にはできないものですから担当する者を１名配置

して、マニュアル作成や設置作業等についても専門的にできる方を考えております。人材としては

その業務について理解できる方で、できれば経験がある方が望ましいですが、そういう技術のとこ

ろが理解できる方について配置を考えたいと考えております。 

 続いて24番の学習環境支援対策事業です。学校再開に当たり感染症対策等を実施し、児童及び生

徒の学習保障をするための新たな試みを実施する中で、校長の判断で柔軟に対応できるよう、学校

教育活動の再開を支援する経費を補助するものとなっております。これについては児童生徒数の規

模によって配当される予算が決まっておりまして、本町においては１校１名から300名に対して、ま

ず100万円の補助があります。その上で北海道は加算地域ということで、プラス100万円ということ

で、補助が１校200万円となっておりますので、総額1,200万円となっております。これが補助対象

上限額となっております。その中で２分の１の補助率が国からですので、その残りの２分の１をコ

ロナ臨時交付金（国庫補助分）として充てたいと考えております。今回の対策支援事業の中で２つ

の目的がありまして、一つは学校再開に当たりまして３密を避けるための対策、学校でほかの補助

メニューには載っていないものについて計上してよいということと、もう一つ大きいのが、夏季休

業短縮に伴う熱中症対策の部分について、速やかに対応をするためのものについては購入なり対策

は可能となっております。内容としましては熱中症対策として移動式エアコンを考えております。

はめ込み式の工事を伴うエアコンについては対象外となっております。移動式エアコンについては、

例えば保健室で利用していて、暑いところがあればほかの所に持って行って活用できるよう考えて

おります。それ以外の所については今学校の校長たちが判断しながら、例えば熱中症対策で網戸が

よいのではないかとか、３密を避けるために分散して教室で授業をするために大型モニターが必要

であるとか、そのような形で対象となる経費を考えております。学校単位に合わせた対策を行うこ

とで、最大限子供の学びを保証して教育活動を推進したいと考えております。 

最後に25番の白翔中学校衛生対策事業です。これは学校施設環境改善交付金とコロナ臨時交付金

（国庫補助分）とコロナ臨時交付金（地方単独分）と合わせた事業費となっております。新型コロ
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ナウイルス感染症対策としてより感染リスクの低い洋式化への改修を行い、生徒及び教職員の安全

で快適な教育環境を整備するものとしております。感染予防を促進することで、子供たちが安全安

心に過ごし、今後も新型コロナウイルス感染症と共に過ごすことになるであろう教育環境を整備す

るものと考えております。 

○議長（松田謙吾君） ただいま説明が終わりました。この件について、特に確認しておく必要が

ある方はどうぞ。と、こう言いますが、この25項目にわたる２億3,000万円の交付金について本日全

員協議会がありまして、どれだけ意見があるか分かりませんが、25項目の意見を一くくりに今、こ

こで協議してよいものでしょうか。町民の耳にも入っていません。行政側が悩みに悩んで考えてつ

くったと思います。しかし、本当にコロナ対策として町民の皆さんに届くかどうかです。ここのと

ころをずっと聞いていて、確認はありませんか、ありませんと言えばそれで終わってしまいます。

この２億3,000万円に対して、このような全員協議会でよいのかどうか、私はそう思いましたが、皆

さんはどう思われますか。 

それでは、意見のある方はどうぞ。 

 13番、氏家裕治議員。 

○１３番（氏家裕治君） 氏家です。この第２次の補正予算に入る前に、第１次の補正予算で様々

な施策が打たれて議決されていますが、例えばマスクの配布などの件がありました。それが現状は

どのようになっているのか、結局完結できて町民の皆さんの手元に渡っているのかどうか、そうい

ったことについても、説明をしていただかないとならないような気がします。それと、私から大き

く質問させてもらいますけれども、マスクは都市部でまた感染拡大が進んでいく中で市場が敏感に

反応するのです。今までマスクの箱が山積みになっていたある商店等々を見てもなくなっているの

です。ですから、妊産婦などは第１次補正予算で１人５０枚１箱が２か月でなくなるとしても、今

後の長期化に向けた対応を、いち早く市場を敏感に捉えながら対策を打っていかなければいけない

部分もあるのではないかと思うのです。それが町として独自のしっかりとした対応になっていくの

ではと思うのです。そういったことに鑑みてお聞きします。 

それから、７番、19番、20番で妊婦さんたちの子育て支援の関係で事業化されていますが、行政

側の包括支援等々の動きはこの中身で見えるのですが、結局そういった妊産婦さんたちを支えて事

業を展開している。例えばすくすく３・９さんあたりの活動の支援をしっかりとしていかないとな

らないのではないかと思います。このコロナ禍の中で、今おなかに子供を抱えている妊婦さんたち

の相談支援なども最近とても増えてきていると聞いております。そういったところの相談体制、現

状把握、そして今後の支援対策、そういったものがやはり今後必要になってくると思いますが、そ

れに対する支援についての考え方についてお伺いしたいと思います。 

○議長（松田謙吾君） 暫時休憩といたします。 

休憩 午前１０時５８分 

                                           

再開 午前１１時１７分 

○議長（松田謙吾君） 休憩を閉じて会議を再開いたします。 

古俣副町長。 
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○副町長（古俣博之君） 町内の新型コロナウイルス感染症に関わって、庁舎内において対策本部

会議をこれまで開いてきております。７月10日金曜日に第13回の本部会議をしました。その中での

状況をお知らせしたいと思います。ＰＣＲ検査については町内では37件ありました。胆振管内で捉

まえているところでいえば758件です。最近苫小牧でＰＣＲ検査センターができました。そのことに

よって検査に出す数も少なくなっているせいもあるのか、検査結果も非常に早く届くようになって

おります。それから、町としては今までも約３週間ごとに対策本部会議を行って、その取組につい

て押さえております。７月11日から８月３日までの３週間を新たな生活様式に基づく、感染予防と

社会的経済的活動の両立を進める時期の第３期目として押さえております。 

その中で、１つは７月12日のウポポイ開業による人の往来が多くなることを踏まえまして、アイ

ヌ民族文化財団との連携も含めて運営に当たり平日2,000人、それから土日2,500人という人数制限

をして入場の在り方、博物館への入り方等については規制がかけられております。そういう中で安

全対策も十分取られている中で行われております。そこのところの連携をしっかりと町としても行

っております。それらを踏まえまして人の往来も多くなると思いますので、今後一層の感染予防対

策をしなければならないと思います。そういうことで、先ほど説明があった衛生管理や予防対策は

重要だということで、今回の臨時交付金の在り方については内容的な部分を押さえて出しておりま

す。それから、役場内においては少しでも３密を避けるということで、時差出勤を今月31日まで行

うことで進めておりますし、一人一人がしっかりと健康管理を行って、体調不良などがある場合に

ついては休みを取って受診する対応を職員に通知しております。 

もう一つは今回九州豪雨がありました。今後コロナと関わってそのことを踏まえて、防災関係の

避難所の関係をしっかり取り組んでいかなければならないという押さえをしております。次は、公

共施設についてですが、ほとんど自粛を解除して行っております。まだ完全でないのは体育館のト

レーニング室が８月15日から行うだとか、その辺のところはあります。それと、学校開放も７月13

日から行っていくということで進めているところです。いずれにしろ公共施設については自主規制

を行わない状況の中で進めております。学校については特に現時点で健康状況の中での問題点もな

く、スムーズに授業等は進められております。ただ、行事についてはどのように進めるか、それは

各学校の裁量の部分で考えていく部分があります。消防関係については発熱関係でこれまで46件の

救急要請がありましたけれども、それについてはしっかりした対応をしております。それから保育

園や児童クラブ等についても、これまで同様通常に行っております。町立病院については発熱外来

の設置を継続して対応に当たっております。入院患者、きたこぶし入所者の皆様方には大変申し訳

ないのですが、面会は自粛してもらっているところでございます。あと高齢者関係については、デ

イサービス、ショートステイも通常に行われております。ただ、健康体操などは８月15日辺りから

状況を見ながら再開をしようかということで押さえております。それから各事業所、商店のほうに

ついては、確かにかなりのダメージはありながら店のほうは再開を始めて、少しずつ動きは見えて

きている状況だということであります。今後様々な形での対応を施策的に進めていかなければなら

ないということでの押さえをしております。 

特別定額給付金事業については７月10日の時点で97％受給が終わりまして、残り約300人という

ことで、そこのところはしっかりと個別的な部分も含めて対応は図っていくことにしております。
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いずれにしましてもウポポイが７月12日に開業したことで、町内に人の往来が多くなるというとこ

ろをどのように町全体で感染拡大を防止していくかということが、今のところの一番大きな課題だ

と考えております。 

○議長（松田謙吾君） 竹田副町長。 

○副町長（竹田敏雄君） 私からは経済の関係で少し答弁させていただきたいと思います。まず４

月30日に中小企業緊急経営支援給付金ということで20万円、10万円というものですけれども、150件

の予算措置をしています。これの実績ですが申請があったのが101件で金額にしますと総額1,276万

4,000円です。それから６月に補正をしていただきました部分は、経済関係につきましてはそれぞれ

事業を進めているということになります。今日の新聞でプレミアム商品券のチラシが入っていたと

思います。その内容に沿って準備を進めていきたいと考えております。それと小規模事業者の支援

の関係は７月１日からスタートしまして、11月30日までの期間に商工会で取扱いをしていくことに

なっております。その他の経済対策につきましても、それぞれ商工会だとか関係するところと連携

を取りながら進めている状況です。今回の７月の補正予算を予定しています事業等につきましては、

それぞれの関係するところからの要望や意見をできるだけ取り入れた中で案として提出させていた

だきました。 

○議長（松田謙吾君） ６番、前田博之議員。 

○６番（前田博之君） 先ほど氏家議員や大渕議員から質問があったことは、私はもっともだと思

います。今口頭でありましたけれども、やはり進捗状況を数字的なものがありますので、きちんと

まとめて適宜に出すべきだと思います。７月の末にも補正予算がありますから、そういうときにき

ちんと第１次分は整理して積み残しはないかということで、今回の第２次が来るというような姿勢

は大事だと思いますし、両議員から質問があったことは議会の健全化を示していると私は思います。 

それと、もう１点は、議長が今回の全員協議会の冒頭で全員協議会の在り方を若干示唆されまし

た。前回の新型コロナウイルス感染症の第１次の部分の全員協議会がありましたが、事前審議して

いるような形になっているのです。私たちの聞き方が悪いのかもしれないですが。あくまでも本来

の全員協議会の在り方はチェックであり、提案というのは予算の議会のときに活発に議論すべきだ

と思います。その辺の捉え方も大事だと思います。私もこれから質問する部分も若干ありますから、

それらも踏まえて質問をしたいと思います。冒頭には議長からそのような話がありまして、その辺

は議長としての考えですが、全員協議会と本会議での質疑等々については厳しく整理していかない

と、本会議が通ったら何なのかということ、存在感が薄れる軽さなのです。全員協議会でこれだけ

質問をして、前回のようにある程度細かくしてしまうのはいかがなものでしょうか。議長としての

議事もよろしくお願いします。 

○議長（松田謙吾君） 前田委員からこの協議会の在り方ということで質問がありましたが、そう

いうことを参考にして今後進めていきたいと思います。25提案あるのですが、今テレビで大きく取

り扱っているのが、新型コロナウイルス感染症の拡大が始まってから潰れそうな病院もあるし、赤

字の病院がすごく多いです。このことから言うと、町立病院もこのコロナになってから随分外来患

者が減ったわけです。入院患者も減っていると思います。町立病院ばかりでなく、個人病院である

生田医院も藤田内科クリニックもそうです。これだけ補助金を組めば、そういう病院に対する赤字
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補填というか、コロナで赤字になった部分を交付金で補填するべきだと思うのです。町立病院に交

付金を突っ込んでいくぐらいのことでよいような気がするのですが、その辺の考え方はどうなので

しょうか。 

工藤企画課長。 

○企画課長（工藤智寿君） 病院に対する赤字の補填という部分ではありませんが、様々な医療に

対する交付金というのが、臨時交付金ではなく包括交付金ということで国から示されているところ

でございます。これは病院側等と話した中では９月補正予算に向けて今進められているようには聞

いております。今回の臨時交付金とは別に国のもう一つの交付金制度の中で医療対策といいますか、

病院の体制の部分も含めて進めていきたいという話は聞いているところでございます。 

○議長（松田謙吾君） 先ほど質問ありましたが、氏家議員どうですか。 

13番、氏家裕治議員。 

○１３番（氏家裕治君） 氏家です。私が聞いたのは第１次補正予算の検証と今回の第２次補正予

算に、どう生かされてきたのかという話を聞きたかったということです。今全体の把握についてお

話を伺いましたのでよろしいです。先ほど前田議員も言いましたけれども、詳しい話は予算等の審

査の中でしっかり議論していくことが大事だと思いますので、国からの交付金を使った事業に対し

ては、そういった見方をしていくのが妥当なのかと思います。行政としてもいろいろなことを審査

しながら考えていく予算事業でしょうから、そういった部分での考え方に立ちたいと思います。た

だし現状をしっかり見ていくことを考えながら、事業展開をしていかなければいけないですので、

行政のする仕事や補完する民間の支援体制をしっかり整えていかなければいけません。行政のでき

ることは限られています。行政の仕事を補完している民間の事業者、現場の声がこれからの白老町

を支えていく原動力になっていきますし、ここが弱ってしまうと何にもならないと思います。そう

いった面ではこの人口減少下に合った妊産婦や子育て支援、そういった所にしっかりと手厚い支援

が必要だと思う観点から先ほどお話をさせていただきました。ですから、現状の把握ができてそれ

に向けた施策が展開されるのであれば、そういった形の中で進めていただきたいということです。 

○議長（松田謙吾君） 答弁はよろしいですか。ほかにございませんか。 

５番、西田祐子議員。 

○５番（西田祐子君） 西田でございます。今いただいた資料の中で、若干分からないので教えて

いただきたいと思います。中小事業者等上下水道料金支援事業と書いてありますけれども1,800万

円の予算の中で、対象事業者がどの位いるのかがここには何も書いていません。できれば、対象事

業者の中で大ざっぱで結構ですから、飲食店がどのくらいとか、旅館業が何件くらいとかがあるの

か一応お聞きしたいと思います。２つ目は一次産業者の経営支援事業です。これは漁業者や農業者

は漁業協同組合とか農業協同組合から補助を受けて対象者に給付をするということで、件数も書い

てありますが、実際に漁業関係や農業関係はどの程度の落ち込みになっているのかでしょうか。そ

して漁業者と農業者が何件ずつあるのか、そういう数字が全然出ていませんので知りたいと思いま

す。それから公共施設全般ですが、先ほど副町長が避難場所としてもきちんとしていきたいと言っ

ています。それ以外に町民が利用する場所は、現在、町民が公共施設をどの程度利用しているので

すか。ずっと閉鎖していますので現状をどのように捉えていて、とりあえずはトイレや手洗いの場
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所をしますとなっています。現実問題として様々な人たちが来ている中でそれだけで十分なのか、

現状を押さえているのか、そういうところをもう少し詳しく具体的に数字を用いて示していただけ

ればありがたいです。今すぐに無理であれば後で結構ですので、予算の前までにある程度の数字を

出していただければと思います。 

○議長（松田謙吾君） 本間上下水道課長。 

○上下水道課長（本間弘樹君） 上下水道料金の支援事業の関係です。対象事業者数とその内訳で

ございますが、今その内容については精査をしている段階ですので、現時点での概数ということで

答弁をさせていただきます。最大対象の事業者数としてはおおむね300件程度をみております。業種

の内訳は飲食・宿泊事業につきましては経済振興課でしております中小事業の緊急支援事業とリン

クする形になりますので、先ほどお話がありました101件が最大の対象になるかと思います。水道の

方につきましては、さらにその101件の中から業務用として上下水道の登録のあるものになります

ので、101が最大値ということになろうかと思います。その他の業種につきましては、まだ精査でき

ておりませんので、詳細については上下水道のほうで業種ごとの登録というものがないものですか

ら、なかなか詳細把握が難しいというのがございます。 

○議長（松田謙吾君） ５番、西田祐子議員。 

○５番（西田祐子君） 水道、下水道の関係も農林水産の関係もですが、資料を出していただけれ

ばと思います。予算の前に出していただければと思います。実態を知りたいものですから、白老町

が現状どのような状態になっているのか、それで本当に足りているのかということも、私たちが判

断したいと思いますのでお願いします。 

○議長（松田謙吾君） 上下水道と農林水産の資料を提出するようお願いします。ほかにございま

せんか。 

１番、久保一美議員。 

○１番（久保一美君） １番、久保です。今日の議案の中には入っていないのですけれど、室蘭市

では飲食業や接客業の事業者に対して、コロナ対策として空調や空気清浄機など設置した事業者に

対して、上限30万円に対して27万円まで援助するということを決めて実施しているそうですが、白

老町ではその考えに対してどうなっているのか教えていただきたいと思います。 

○議長（松田謙吾君） 臼杵経済振興課参事。 

○経済振興課参事（臼杵誠君） ご質問の件でございますけれども、事業番号でいうと18番になり

ます。新しい生活様式実践普及事業で飲食・接客を想定しながら感染予防対策に係る、例えば換気

扇とか空気清浄機なども含めて感染予防をして、新しい生活様式に沿った取組をされる方に対して、

上限は20万円ではありますが、支援をさせていただきたいと考えているところでございます。 

○議長（松田謙吾君） １番、久保一美議員。 

○１番（久保一美君） 分かりました。後でもう一度詳しく聞きたいと思います。 

○議長（松田謙吾君） 10番、小西秀延議員。 

○１０番（小西秀延君） 資料で確認をさせていただきたいのですが、たくさん出てきていますが、

11番の公共的空間安全安心確保事業で、総合保健福祉センター内の水栓17か所は発電式の自動水栓

と書いてありますが、ほかのところには発電式とは書いていないのです。計算してみると若干ここ
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が高いのです。ここは１水栓で20万円強ですが、２つ前の９番を見ると１か所13万6,000円くらいな

のです。発電式になると高いのですか。それと、避難したときは停電になった場合にセンサー式の

手洗いが使えるものなのでしょうか。その辺の状況をご説明いただければと思います。 

○議長（松田謙吾君） 久保健康福祉課長。 

○健康福祉課長（久保雅計君） ただいまのご質問でございますが、額は概算で出しておりますの

で若干少し多くなっている可能性があります。施設ごとに切上げなどをしている関係がありますの

で、おおむね同じくらいの金額だとは思っております。発電式というのは割と前のものですと電池

が入っていて、それをセンサーが感知する方式なのですが、今回のものは水の勢いで発電してそれ

で出るため停電しても影響はないと聞いております。 

○議長（松田謙吾君） 工藤企画課長。 

○企画課長（工藤智寿君） ほかのトイレについて自動水栓の部分の表記はしておりませんけれど

も、同じような対応を考えているところでございます。 

○議長（松田謙吾君） よろしいですか。ほかにございませんか。 

４番、貮又聖規議員。 

○４番(貮又聖規君） ４番、貮又です。私からは資料の概要説明の１番、中小事業者等上下水道料

金支援事業に関してです。私ども会派みらいでは３月に、その後、白老町商工会からも要望書が提

出されております。この関係につきましては、上下水道料のみならず固定資産税、それから家賃補

助、この関係は商工会からもそういった要望が出されていました。そして、産業厚生常任委員会の

意見としても、観光協会ともいろいろ意見を対話させていただきながら、そこには、固定資産税、

入湯税等含めた見合い額のものの給付をという意見も出されているところであります。まず私が確

認したいのは優先度のつけ方です。もちろん役場内でも議論にはなったと思いますが、その優先度

のつけ方について確認させてください。 

それから、21番のタブレットの端末整備事業についてです。この事業の目的の中に、全ての子供

たちに学びの場を保障するというところで、これも従前から質問させていただいております。例え

ばこの事業概要に臨時休業等における健康確認、遠隔授業とあります。この遠隔授業についての具

体的なイメージとして、前回この関連について質問したときにＷｉ－Ｆｉといった環境が整ってい

ない家庭は約２割あったという話です。その場合にＷｉ－Ｆｉ環境等がない家庭の子供たちは、遠

隔授業をする場合に学校へ出向かなければならないのかと、そういったところの具体的なイメージ

がわかないものですから確認をさせてください。 

○議長（松田謙吾君） 鈴木学校教育課長。 

○学校教育課長（鈴木徳子君） 21番の部分について先にお答えしたいと思います。遠隔授業は２

種類ありまして、１つは小規模校による遠隔授業、それからリモート授業といわれる遠隔授業です。

リモート授業の遠隔授業は、議員がおっしゃるとおりＷｉ－Ｆｉがない２割の部分について補助す

ることも前回の６月の定例会でも検討はしているのですが、制度設計上厳しいというところで、今

校内ＬＡＮは整備して普通教室及び学校の中でのＷｉ－Ｆｉ環境を整えますので、その２割のお子

さんたちについては学校に来ていただいて、それ以外の環境が整っている方たちには、今回整備す

るタブレットを貸与する形にして、そのような形で次に来た第３波、第４波には備えたいと考えて
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おります。小規模校の遠隔授業については既に学校で今あるもので準備を進めて、なるべく早い時

期に一度実施するという方向で準備を進めております。 

○議長（松田謙吾君） 工藤企画課長。 

○企画課長（工藤智寿君） ご質問のありました固定資産税等の優先度という話でございます。固

定資産税の減免については、議員がおっしゃったとおり、そういう要望があったということも承知

しております。国から示されている今回の臨時交付金に係る部分で申しますと、Ｑ＆Ａの中で固定

資産税等の交付金を充当できるかというところに対しまして、地方公共団体が行う費用に対して充

当するということは本交付金の性質になじまないと言われております。ただし国の動きとしまして

2021年の税制改正の中で固定資産税の部分については国のほうで今議論が始まっているということ

もありまして、こちらは今後何らかの動きが出てくるのではと捉えているところでございます。 

○議長（松田謙吾君） ４番、貮又聖規議員。 

○４番（貮又聖規君） まず、21番のタブレットの関係は、検討していただけるのであればポケッ

トＷｉ－Ｆｉを導入しながら時間を限って使えないようにするなど、そういったことも一つ検討し

ていただきたいということです。それから今企画課長から説明がありました。私は実際にもう読み

込んでおります。読み込んだ上で、要は減免というとそういうことになるのですが、そうではなく

産業厚生常任委員会ではそれの見合いの額と言っていますから、その部分はもう一度考慮いただき

たいと思います。それは固定資産税ですが、そういったことをいうと私も国のほうは確認していま

すから、そこは厳しいと思っています。ただ、私は減免とは言っておりません。国がＱ＆Ａで示し

ているのは減免という書き方だと思いますので、もう一度そこは考慮いただきたいと思います。 

それから道内の自治体で、栗山町議会はこの新型コロナウイルス感染症の第１次補正予算の関係

で５月に臨時議会を設けて、結局はこういった提案の中にないもので、新しいものが必要だという

ことで、６月議会に向けて予算の組替えが実現されております。今25本の提案をされたところです

が、そういった観点で質問をしたいのです。本町はウポポイがあり、その中において１つの課題は

何かというと教育旅行の受入れであります。実際に教育旅行はウポポイだけが受入れしているわけ

ではなく、実は町内にはアウトドアの体験プログラム、陶芸等で受け入れられている事業者がいま

す。そういった方々が実際に今どういうことで困っているかというと、キャンセルが生じているこ

とです。通常は４月、５月、６月に入る教育旅行が今年はキャンセルになりました。ウポポイに立

ち寄って、その後昼食を取り、それからアウトドア体験をするというところがキャンセルになりま

した。このような情勢下ですので、各学校は白老には11月くらいをめどに来たいという声も多々来

ているそうです。それはウポポイではなくてそういった事業者に対してであります。その場合に実

際に受け入れるとなるのであれば、今までのアウトドアでいくと、ポロト湖畔等で受け入れていた

わけです。また、時期として寒くなりますから、そういったときの対応や環境について町と連携す

る基を整えることで教育旅行の誘致につながるのです。教育旅行は一旦コース等も変えてしまうと

その後がなかなか難しくなります。本町はウポポイがありますから呼び戻すことはできると思いま

すが、教育旅行に関する考え方がこういった事業の中には示されておりません。そういったことを

もう一度再検討いただくことはいかがでしょうか。 

○議長（松田謙吾君） 冨川経済振興課長。 
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○経済振興課長（冨川英孝君） 教育旅行の部分につきましては、６月末現在ウポポイには約530校

強、人数としては５万9,000人強の予約が入っています。これは春先から秋口にスライドしての予約

となっております。例年は全国からの高校生がいらっしゃるという状況でございますけれども、こ

の内訳の８割は道内の小中学校であり、残りの２割は道外の高校も含めた高校となっております。

優先順位の話ですが国のゴートゥーキャンペーンについても、ルールについて議論があるところで

ございます。今回は７月の補正予算に上げるものを中心に、この事業についてはご提案をさせてい

ただいているという状況でございます。我々は観光の関係については、９月の計画の最後のほうに

しっかりとその時点での最善の判断を持って周遊させるような計画を立て、その中には教育旅行の

要素も含めていかなければならないと思ってはおります。そういった提案の時期という部分も踏ま

えて、今回内部協議では当然議論はさせていただいておりますが、今回７月の部分としてはお示し

していないというのが実態となっております。 

○議長（松田謙吾君） 竹田副町長。 

○副町長（竹田敏雄君） 町税の関係についてお答えしたいと思います。固定資産税や町民税につ

いては、先ほど議員が言われたとおり直接は無理であるという部分です。その税額に対してどのよ

うに支援をしていくか、税の金額に対して何かほかの方法での支援での事業展開を考えていかなけ

ればいけないと思っております。ただ、どういう手法がよいのかというのは様々な方法があると思

いますので、それは検討させてもらいたいというところでございます。 

○議長（松田謙吾君） ４番、貮又聖規議員。 

○４番（貮又聖規君) ただいま竹田副町長からご答弁いただきましたけれども、私が事業者といろ

いろとお話しする中でいくと、今回非常に痛みを伴っている事業者が多い中で、観光宿泊業に関わ

っている事業者からすると、お客さんが来ないためそれによる減収ももちろんあるわけです。その

中に固定資産税や上下水道料金などを全て含めての痛みなのです。ですから、事業者は痛みの部分

が100万円だとすると、20万円分が固定費で30万円はお客さんが来ないことによる減収で、上下水道

料で10万円だとかそういう計算はしていないわけです。懐からいろいろなお金が出るという部分で

いくと、用途は固定資産税であっても上下水道料であっても関係がないわけです。ですから、まず

は個々の事業者がどういったダメージを受けているか、それは固定資産税も上下水道料も家賃もそ

うです。それにおいて100万円くらいの痛みがありますというところで、国のＱ＆Ａでいくと、固定

資産税や上下水道料というピンポイントの話ではなくて、１人の事業者を見たときの痛みに対して

どういう措置を講ぜるかというところの考え方が、町民や事業者に支援されるような提案になる、

事業になると思いますのでそこの部分でもう一度確認させてください。 

○議長（松田謙吾君） 竹田副町長。 

○副町長（竹田敏雄君） 事業者の痛みという部分ですが、事業者としては上下水道料だとか個々

ではなくて全体としてのこれだけの痛みがありますと、それに対してどういうことができますかと

いう部分だと思います。これは100万円だったら100万円全部ということにはならないですが、事業

者が経営上行き詰まるなど痛みがある部分については、額はいくらくらいというのは示すことはで

きませんが、町として出来る限りのことは支援していきたいと思います。業者についてはそれぞれ

の状況について今までもアンケートをしていますので、そういったものを継続しながら意見を取り
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入れていきたいと考えております。 

○議長（松田謙吾君） ４番、貮又聖規議員。 

〇４番（貮又聖規君)  分かりました。前段で栗山町議会のお話をしましたけれども、今回の新型

コロナウイルス感染症の関係で、国の一定のルールの中でつくり上げていく施策事業であります。

その中でいくと、自治体のほうも動く自治体、全国の中でこの新型コロナウイルス感染症の状況下

で、どう地域の痛みを改善するような解決するような事業政策、これが全国的に目に見えるように

なっています。国のルールの基を踏まえながら、いかに抜け道というか、とてもよい事業が打てる

かどうかについて、これは白老町役場もそうですし、我々議会もいかに動く議会として、そして町

民、事業者の方々にきちんと認められる事業にするかというのが一番大事だと思います。副町長か

ら答弁もいただきましたから、それに対して私はもう質問はいたしませんが、やはりそういう思い

で臨んでいかなければならないと思いますので発言させていただきました。 

○議長（松田謙吾君） 答弁はいりませんね。 

２番、広地紀彰議員。  

〇２番（広地紀彰君） 広地です。確認があります。議会として今回の新型コロナウイルス感染症

に対応していくための深刻さがあり、事業所を中心に本当に倒産の憂き目にさらされているような

事業者も見受けられるのです。売上げが一定程度落ち込んでいるセーフティーネットの関係、４号、

５号の保障を受けている事業者数、それで売上げが半分になっている事業者がどれだけあるかとい

うのは数として把握できると思います。そして、関連して持続化給付金は６月の定例会での補正予

算でちょうど手当てされて、利用者数も相当いるのではないかと思っております。私たちも新型コ

ロナウイルス感染症の被害の深刻さをしっかりと受け止めていきたいと思いますので、予算案のと

きまでに資料として示していただきたいと考えますが、それについていかがですか。 

最後に、今回は２次交付決定額分から７月での補正予算が２億4,000万円弱ということで、残り１

億3,000万円ほどの残額は９月補正予算で事業化をするという予定は理解しました。貮又議員から

もあった部分でいろいろと考えていることがあるといった部分があります。これに対して議会とし

ても提案していける、予算措置ができる余地があるのか確認させてください。 

○議長（松田謙吾君） 臼杵経済振興課参事。 

〇経済振興課参事（臼杵 誠君） まずセーフティーネットや持続化給付金の申請、交付の件数に

ついてです。セーフティーネットについては経済振興課で件数は把握できておりますので、予算の

ときに状況についてはお示しさせていただけると思います。持続化給付金についても商工会でサポ

ート窓口を行っておりますので、状況についてしっかりと押さえてまいりたいと思います。 

○議長（松田謙吾君） 冨川経済振興課長。 

〇経済振興課長（冨川英孝君） 事業者の深刻度合いでございます。ここで簡単に数字上の話をさ

せていただきたいと思っております。まず６月までに我々が調査した内容でいいますと、経営が悪

化している・やや悪化しているとした事業者については78.03％という状況になっております。その

中で売上げの部分が50％落ちた部分については、これについては20％以上も含めて50％以上減少し

たところは61.36％です。これに80％以上が12.12％ございますので、20％以上減少したというのが

73.48％の事業者でございます。それから持続化給付金といいますか、セーフティーネットの利活用
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状況でございます。セーフティーネットは20％以上の４号、それから５％以上の５号、それと危機

関連保証ということで15％以上のものでございます。それぞれ47件、17件、34件、合計98件のご利

用をいただいております。これは所感になりますが、やはり５月の連休明けから６月の上旬までに

この申請が非常に多くあったということでございまして６月下旬以降、７月に入っては、少しこう

いった部分は落ち着いてきている状況になっております。このアンケートの結果でいいますと、持

続化給付金の活用状況でございますが、国の持続化給付金を使われたのは、回答数241件中24.48％、

数でいいますと59件です。 

それから別の話になりますが、雇用調整助成金については同じく6.22％の15件という実態になっ

ております。現在商工会で相談サポート体制をさせていただいております。これについては商工会

が６月８日から独自で行っていただいているものについては、件数については111件、そのうち持続

化給付金が36件となっております。併せて町で７月１日から補助を出して、事業を拡大して実施し

ていただいている状況がございますが、これについては合計58件で、そのうち持続化給付金につい

ては８件ということで、商工会で相談体制を受けているものについては合計169件となっておりま

す。資料といたしましては事前に配付させていただきたいと思いますが、基本的に現在の数字とし

てはそのようになっております。 

○議長（松田謙吾君） 竹田副町長。 

〇副町長（竹田敏雄君） 広地議員の質問の中に、定例会９月会議までにその議会としての意見等

を表すことができますかという質問があったかと思います。その部分につきましては全員協議会や

今月末の定例会で補正予算など、定例会９月会議の前に全員協議会をお願いしたいと思いますので、

その中でご意見を賜りたいと思っております。それからそれとは別ですが、先ほど西田議員から資

料の関係で何点か出ていましたが、それらの資料につきましては整理して７月末の定例会の前まで

にお渡ししたいと思いますので、ご理解をお願いしたいと思います。 

○議長（松田謙吾君） 暫時休憩といたします。 

休憩 午後 ０時０７分 

                                           

再開 午後 １時１０分 

○議長（松田謙吾君） 休憩を閉じて会議を再開いたします。 

12番、長谷川かおり議員。 

〇１２番(長谷川かおり君) 長谷川です。介護保険の関連についてです。今回資料をいろいろと用

意してくださるということで、今回の予算の中には入っていないのですが、通所されている方やシ

ョートステイをされている方ですが、国から利用料に対して事業所が感染予防に対しての手間の部

分で、利用者から利用料金を上乗せして今回請求してよいと国で決まっております。例えば要介護

３の方が１か月間デイサービスを利用して、後半２週間ショートステイを利用しますと、点数的に

2,000円ほどの上乗せとなってしまうのです。それがいつまで続くかといいますと、新型コロナウイ

ルス感染症が収束するまで事業所で加算してよいと国から通知が来ていまして、それに対して今事

業所では、利用者に説明をしながらそのようにしていくという形になっているのです。これは新型

コロナウイルス感染症対策ということで、事業所を守る、経営を守るということにもなるのですが、
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これに対して町のほうで現状を把握して、今後それに対して何か対策を取っていただければと思い

まして、どのようにお考えかお聞きしたく質問しました。 

○議長（松田謙吾君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） 議員がおっしゃったとおり６月１日付で国から通知が来ており

ます。通所系のサービスとショートステイといわれる短期入所のサービスの介護の部分については、

特に通所については本来提供したサービスの２区分上の報酬を算定できて、それに伴って当然利用

者は多く介護負担をしていただくことになるということです。６月１日で可能であるということで、

いわゆる居宅サービスで在宅の方がデイサービスやショートステイを使われる場合に、ケアマネジ

ャーが入っていますので、ケアマネジャーと利用者の同意を得た事業所がそれを可能とすると、高

く算定できるというふうになります。今区分を上げて算定を多くしている所は全てではありません

し、それをしたくてもなかなか利用者の同意を得られない部分も考えて導入していない所も実際に

ございます。まずはこの通知が国から６月１日付で来ておりますが、各事業所がそれを導入するか

どうかというところが注視しなければいけないところが一つあるかと思います。それから次に全国

的な新型コロナウイルス感染症の関係で、事業所に対してある程度インセンティブといいますか、

プラスアルファの報酬を見てよいという国の考え方で導入されたものです。先ほど議員がおっしゃ

った新型コロナウイルス感染症の収束までという臨時的な措置になりますので、今後何らかの国の

救済措置が取られる可能性というのも、これから考えていく必要があるかと思います。いずれにし

ても今交付金の事業を町で考えておりますが、それになじむのかどうかというところがあります。

先ほどおっしゃっていた2,000円の負担分を、在宅介護で看られている方に対して町で何らかの形

でお出しするかどうかというところも含めて、それが交付金でなじむのかどうかという部分と、そ

れから今後国の救済策といった全国的な動きを注視した中で検討してまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（松田謙吾君） よろしいですか。ほかにありますか。 

７番、森哲也議員。 

〇７番（森 哲也君） ７番、森です。説明資料の13番と14番で分からないところがありますので

お伺いいたします。仕切り板のアクリル板を今後つけていくということですが、金額を見ると600万

円と250万円とあり、大きな工事だと印象を受けたものですからお伺いします。この設置工事が行わ

れると今後簡単に取り外せない規模の工事なのか、その工事のアクリル板の大きさを確認したいの

です。 

○議長（松田謙吾君） 高尾総務課長。  

〇総務課長（高尾利弘君） 今設置しているものは、簡単にどこにでも持っていけるような形です

が、今回この工事の金額がかさんでいますが、こちらについてはアクリル板を設置する左右と、ア

クリル板なのでしっかりしたものをという形のものになりますが、工事の取付けで脱着式のものを

使いますので、取り外しは可能となっています。 

○議長（松田謙吾君） 久保健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（久保雅計君） いきいき４・６につきましても同じような考え方で行っています

ので、基本的に今はまっている所から簡易的にビニールをしている所を外してはめ込むような形を
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考えているところであります。高齢者介護課は窓口の所はカウンターが出ている感じになりますの

で、そこに対して覆うようなイメージになろうかと思います。ただ概算で行っていますので、現状

に即した形である程度どういったものがよいかというところで、もう一度高齢者介護課と打合せし

ながら、利用者のことも考えて、また職員のことも考えながら検討を進めたいと思います。 

○議長（松田謙吾君） よろしいですか。ほかにございませんか。 

６番、前田博之議員。 

〇６番（前田博之君） ３点ほど伺います。まず資料の１番の上下水道料金と含めて関連もありま

すが、これまで第１次、第２次で多くの事業者に多くの支援策を講じて実施されています。それも

併せて今回の上下水道料金の支援はこれから始まりますが、今行っている事業者に対するどうこう

というのではなくて、普通のサラリーマンとか年金者は１円であっても税金を取られると言ってい

るのです。そういう庶民感覚から申し上げますが、上下水道料金の部分でいけば、未納や滞納者、

事業者に対する支援に対して交付しているところもあります。101件、これに対する税金の滞納者、

未納者をどういう扱いになるのか、きちんと課税証明をつけて整理されているのかどうか、それが

私は一番大事だと思います。それをチェックしているのでしょうか。それと上下水道料の件につい

ては７月の末に予算が上がってきますから、それも含めて整理して、それらについては今答弁する

のかどうか分かりませんけれども、議論したいと思いますので整理しておいてほしいと思います。 

次に、２番の１次産業事業者への経営支援事業についてです。これは商工業者ばかりでなくトー

タル的な支援策としてというのは理解しますけれども、この１次産業に対して国や北海道の所得補

償の制度、それと独自の組合の共済資金や掛金に対する補償が非常に充実しています。片方からも

らって、もう片方からももらってとなりますが、その辺の整理、整合性がどうなっているのか、バ

ランスがどうなっているのかです。これに対する資料などは、先ほど西田議員が言っていますから

出てくると思います。あれば法的根拠から出せるということを示してほしいと思います。 

次に８番の公共的空間安全安心確保事業、８番を含めて９番、10番、11番、12番とあります。こ

れ以外の公共施設がありますが、ハザードマップを見ると美園児童館、緑丘福祉館、萩野児童館な

どもあるのですがここには載っていません。ここの部分のトイレ、手洗いの関係、それらの今の実

態はどうなっているのですか。９月までありますからその中で救われるのかどうか確認します。こ

こも避難所になっているのですが、なぜ入っていなかったのかという部分をお聞きします。そして

これと併せて、私は現地１か所しか見てきていないのですが、小中学校で手を洗ったりするために

屋外に水洗い場があります。出ていないところがときにはあります。あれは全部整理されているの

でしょうか。きちんと出すことをして受けるところがきれいになっていなかったら困るのです。砂

利のほうに跳ね返ってきてしまって意味がないのです。あれは全部整理されて使えるようになって

いて、その辺の環境が整備されているのか、これは大事だと思います。そんなにお金はかからない

ですから。外から中に入る前に大事だと思います。その辺をお聞きします。 

〇議長（松田謙吾君） 冨川経済振興課長。 

〇経済振興課長（冨川英孝君） ４月30日に補正予算させていただきました、中小企業緊急経営支

援事業につきましては当座をしのぐということで、特例的に未納滞納について今回は確認しないと

いうことにさせていただいております。 
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○議長（松田謙吾君） 渡邊子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（渡邊博子君） 公共施設のトイレの現状、手洗いの現状ということのご質問で

す。子育て支援課で所管している児童館の部分でお答えさせていただきます。まず美園児童館は全

て洋式化になっております。改修も３年くらい前にしたばかりですので、男子トイレにつきまして

は自動洗浄にもなっております。萩野児童館については女子トイレが２つあるうちの１つだけが和

式となっておりまして、もう一つは洋式で男子トイレも洋式化となっております。今後こちらは手

洗い場も含めて水洗化にしていきたいという考えを持っておりますので、ほかの公共施設とも併せ

て考えていきたいと思っております。 

○議長（松田謙吾君） 藤澤危機管理室長。 

〇危機管理室長（藤澤文一君） 避難施設の手洗いの件のご質問でございます。トータル的な考え

方として私からご答弁させていただきます。それぞれ町内に指定避難施設が設けられておりますけ

れども、このたび８番から11番までの間で今回提案させていただいたものにつきましては、町内で

も備蓄倉庫を備えている主要となる10か所のうち、手洗いが自動感知式化になっていない所、こち

らをまずは優先的にしようということで、今回の上程に至ったものでございます。我々避難所を運

営する立場としては、全ての避難所、特に公共施設でいいますと、前田議員がお話しされたとおり、

まだまだ整備されていない部分はあります。まずは備蓄品が備えてある主要な箇所を優先的に整備

させていただきたいというところと、併せまして、まだ整備されていない部分につきまして、今後

どうしていくかということは、それぞれの施設管理者とも協議を行っていかなければならないと思

っております。いずれにしましても、今回の九州で起きております大雨災害がありますが、このテ

レビ報道等を見てもこういった対策というのは早急に求められると思っております。まずはできる

ところといいますか、備蓄品を備えているところからさせていただきたい考えです。 

○議長（松田謙吾君） 本間生活環境課長。 

〇生活環境課長（本間 力君） 順番が前後いたしましたが、生活環境課で所管している福祉館に

ついてでございます。まず緑丘福祉館につきましては、男性女性それぞれ大便器、洋式、和式１器

ずつになっております。参考までに飛生の福祉館については、和式男女兼用という１器の状態でご

ざいます。先ほど危機管理室長が申し上げたとおり、優先順位として行っていく中で特に緑丘福祉

館につきましては、和式の利用のしにくさは高齢者の方々の利用者も多い傾向でございますので、

そういった不便性ということは聞いております。そういった認識を持っております。今後の改善に

つきましては、担当課がそれぞれございますが検討という形で押さえておりますので、ご理解をい

ただきたいと思います。 

○議長（松田謙吾君） 三上農林水産課長。 

〇農林水産課長（三上裕志君） １次産業事業者に対する支援でございます。議員がおっしゃると

おり、１次産業事業者につきましてはほかの産業に比べて手厚くいろいろな補助事業、経済的支援

があるかと思います。その中で今回の支援事業に関しましては、ほかの商工業者と同じく持続化給

付金の対象にならなかった方、農業者、１次産業事業者も持続化給付金の対象にはなっているので

すが、その対象にならない方に対して手厚く10万円と多めに支援するという内容で、町独自の支援

ですので、国のほかの制度と重複する部分についての整合性は取れていると思っております。 
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○議長（松田謙吾君） 鈴木学校教育課長。 

〇学校教育課長（鈴木徳子君） 小中学校の屋外の水の出るところについては、利用実態を把握し

た上で必要な対応をしていこうと思っております。 

○議長（松田謙吾君） 笹山アイヌ総合政策課長。 

〇アイヌ総合政策課長（笹山 学君） 順番が前後しましたけれども、生活館の部分についてでご

ざいます。生活館につきましては８か所ございまして、洋式になっていない所が男性の所で５か所、

それから女性の所で４か所ございます。ただ、全ての生活館においては身障者用トイレがございま

して、そこで洋式トイレがございますので、そちらで代用していただいている現状にございます。 

○議長（松田謙吾君） 本間上下水道課長。  

〇上下水道課長（本間弘樹君） 上下水道料金の支援事業の関係でございます。先ほどの給付金事

業の関係で、滞納者の取扱いについては経済振興課長の答弁のとおりですが、仮に上下水道料金の

未納があった場合は今回の事業の考え方といたしましては、還付金ではなくてあくまでも支援金の

給付という考え方です。いただいたものをお返しするという形ではなく、見合い額を給付するとい

う考え方に立っておりますので、未納者についても現時点では給付をする考え方でございます。 

○議長（松田謙吾君） ６番、前田博之議員。 

〇６番（前田博之君） 今の上下水道料金、あるいは事業の支給支援金、税金の未納者・滞納者関

係なく支給するということは庁内で議論されたのですか。税金を払っていなくてももらえる、それ

では一般の税金を払っていない人は、上下水道料金はどうするのですか。差別といいますか非常に

不公平になってくるのではないでしょうか。これは政治的な判断で非常に大きな問題だと私は思い

ます。まして財政健全化プログラムの中で、平成19年から水道料金が上がっています。そういう負

担の中で未納者・滞納者の皆さんに支援金を出す、そういう発想はいかがなものかと思います。こ

れは理事者として統一した見解を７月31日の定例会までに求めたいと思いますので、整理をしてお

いてください。上下水道料の件はこれからしますから改めるべきだと私は思っています。それも訴

えておきます。 

次に、公共的空間について、８番から12番まで大きいところはしますけど、今説明がありました

小さい所というのは、逆に各地域の避難所は非常に大事なのです。足腰の弱いお年寄りは車に乗せ

てきてもらいますが、歩いて行くお年寄りもいるのです。そういう所を優先していかなければ駄目

だと思います。緑丘福祉館も前回の地震があったときに、地震で窓が割れて足で踏んだとか、少し

怖いと言って来ているお年寄りがいるのです。また別な利用者で股関節の手術をして非常にトイレ

が和式だと使いにくいと言っているのです。担当者であれば明確な答弁がなくて検討、検討と言っ

ています。また９月に補正予算もありますが、ここまでしているならまだ国がこういう制度を行っ

ている中で、ぜひ一律にして救うべきだと私は思います。地域の人たちもそこに行けなくて、地域

でそれを利用する人がたくさんいます。ましてや避難所にしているわけです。なぜ、そこで差がつ

くのかと思います。はっきり言わせてもらうと、国の交付金の財源が余っていることですから。そ

の辺の見解をお願いします。 

もう１つ提案したいのですが、国で経済支援をたくさんしていますけれども、今年の当初予算で

事業者に対する利子補給や信用保証料に対する補給金の交付をしていました。調べてみると今回の
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新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の中でも、利子補給とか信用保証料補給金交付

について基金の積立てをして交付金を出せるのです。これはこの基金の条例を制定しなければいけ

ないですけれど。そうすると今まで町が単独でしているものを、予算組替えをするとかして、財政

運用をして使い勝手をよくすべきだと思うのですが、それもお聞きしておきます。 

○議長（松田謙吾君） 暫時休憩といたします。 

休憩 午後 １時３５分 

                                           

再開 午後 １時３６分 

○議長（松田謙吾君） 休憩を閉じて会議を再開いたします。 

冨川経済振興課長。 

〇経済振興課長（冨川英孝君） 事業者に対する給付金の関係で、未納者・滞納者を対象から外す

か外さないかという議論は当然内部でも行いました。しかしながら、今回の場合は補助金ではなく

て給付金ということで、かつ事案としては一般的な対策ではなく災害に近いというような形の考え

の中で、緊急的に未納・滞納の有無、そういった部分を考慮して支援を行う、行わないというよう

な考えではなく、今回は緊急的に災害的な考え方の下、未納者・滞納者そういった有無を問わず支

援をさせていただいたというのが実態になっております。このことにつきましては、基本的に国も

その部分については滞納とかについては書いてはおりませんし、また他の自治体でも岩見沢市、あ

るいは厚真町などの案件についても個別に確認を行いましたが、未納者・滞納者は対象から外すな

どの議論はないとの確認を行いながらの施策として決定をしております。 

利子補給の関係ですが、現在国のほうでは信用保証付融資、保証料・利子の減免が多くなってお

ります。検討を否定するわけではないのですが、現在はそれほど利子補給といった保証料の部分に

ついては、町のほうで繰り越して行うということには考えが至っていないという状況になっており

ます。 

○議長（松田謙吾君） 古俣副町長。 

〇副町長（古俣博之君） 今回の公共施設における公共的空間の衛生管理の部分は、危機管理室長

が言いました備蓄がされている、また比較的収容人数が多い部分ということで組んでおります。 

確かに前田議員がおっしゃったように、地域の中におけるよりどころとしての公共施設の扱いは、

先ほども申し上げましたように、今回の九州豪雨に見られるような災害時における避難所としては、

遠距離的な部分での避難はなかなか難しいということからすると、地域に密着した部分の対応はし

なくてはなりません。今後９月の残っている交付金の中でどうするのかということも考えなくては

なりません。国土強靭化計画の中においても、庁内的な全体部分を含めて考えていかなければなら

ない大きな問題だと思っています。議員からご指摘があったことについては率直に受け止めながら、

これからの公共施設の管理計画も含めた在り方の中で、国土強靭化計画の中でどのように考えてい

くべきなのか、その辺のところは十分に受け止めて今後検討を図っていきたいと思っています。 

○議長（松田謙吾君） ６番、前田博之議員。 

〇６番（前田博之君） 担当課長から上下水道料金とか事業に対する支援、支給の部分については、

あくまでも支援だと言いました。そうすると、今日上がっている４番のコロナ失業者等対策事業と
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か５番の労働者生活資金支援事業について、この事業目的も労働者向けですが大変厳しいのです。

では、そこだけではなくて、そういう人たちにも光を当てるべきではありませんか。町民も事業所

を経営している人もいます。だけど厳しい生活に追われている人もいるのです。そういう人たちに

も目を向けるべきではないかと言っているのです。それは駄目とは言っていません。そういう中で

公平性を保ったバランスが行政の仕事ではないのか、施策ではないのかと私は言っているのです。 

先ほど竹田副町長も全員協議会は提案を受けたり意見を聞いたりして、それを反映したいと言っ

ています。だから言っているのです。だからそういう否定的な言い方をしていると段々議員の皆さ

んは言わなくなります。よいものは持ち帰って協議して、それでもできなかったというのなら分か

ります。そういう許容範囲を持たないと、これからの施策形成において原課からそのような発想で

持ってくるなら議員が言わなくなります。まして、国はいろいろな事例を示しています。それに沿

っていると思います。しかし、結果的に国は各自治体の判断により地域の実情に応じて必要な取組

を行ってくださいと書いているのです。もう少し能力の範囲を大きく持って議論できる、地域の人

が困っている人たちに何をしてあげられるか、公平性のある施策をぜひ実行してほしいと思います。

ただ、国の交付金の事業項目を上げてお金をつけるのではなくて、地域の実情について必要な取組

を行ってくださいと言っているのです。もう少し余裕のある施策をつくっていただきたい、あるい

は議会からの意見も取り入れることをもう少ししてほしいと思います。いかがでしょうか。 

○議長（松田謙吾君） 古俣副町長。 

〇副町長（古俣博之君） 今担当課長から説明があったことについては、議員から指摘があったと

ころの、国的な部分での押さえ方はこういうものですということでの答弁をさせていただきました。

それに対して、確かに１次のときもそうですが、今回２次で３億7,000万円という非常に大きな交付

金が入って来たときに、内部でもまず目線をどこに置くべきなのかという、全国的に国的な部分も

含めて見ていると、まずは事業者という押さえ方が非常に強く出ています。それはもちろん経済的

な部分での対応ですから、そこに一つ目線を置かなくてはなりませんが、町民がそこに確固として

いるという事実も含めて、町民もコロナ禍で非常に苦しみながらも自らの生活を保持するために奮

闘している、そういう状況の中でどのように公平感やバランスを持った形で、この交付金の扱いと

いうことについては、内部で非常に議論をしました。その中でも、今後の９月の定例会での補正予

算も含めてしっかりと考えていかなければならないという押さえを持ちながら、まずは７月の定例

会での補正予算に関しては、25の事業を打ち出させていただいております。町民生活の中における

町民自身の事業者というくくりだけでなくて、町民というくくりの中での臨時交付金の在り方につ

いては、今後もしっかりと考えていきたいと思います。お話があったような柔軟性というところも、

自治体の実態としてどう扱っていくべきなのか、その辺のところはご意見をいただいたことをしっ

かり受け止めて今後施策的な部分で考えてまいりたいと思っております。今回出されたことについ

て、まずは今日全員協議会でお示しをして、31日の本会議の中で実際的にどういうふうに事業とし

てさらにしっかりと構築して出さなければならないのか、本当にこの事業でよいのかについても含

めて検討させていただきたいと思っています。 

○議長（松田謙吾君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松田謙吾君） それでは質疑なしと認めます。 

これをもって新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金２次交付分についての協議を終

了いたします。 

○議長（松田謙吾君）  暫時休憩といたします。 

休憩 午後 １時４６分 

                                           

再開 午後 ２時０５分 

○議長（松田謙吾君） 休憩を閉じて会議を再開いたします。 

次に、地方公共交通の路線・ダイヤ改正について説明を求めます。 

竹田副町長。 

〇副町長（竹田敏雄君） 本日は交付金についての説明に引き続き、貴重なお時間をいただきまし

てありがとうございます。協議事項の２番目として、本町における地域公共交通につきまして、当

初予算、そして本年２月の全員協議会で説明させていただいたところではありますが、新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響により変更を余儀なくされている点などについてご説明をさせていただ

きたいと思います。元気号やデマンドバス、交流促進バスについては、当初予定しておりました本

年10月の改正に向けた地域説明会の開催や交流促進バスの運行が延期になるなど、改正に向け必要

な取組ができていない状況を踏まえ、地域公共交通の路線・ダイヤの改正時期を延期させていただ

きたいというものでございます。現状や課題、詳細につきましては担当よりご説明をさせていただ

きますので、何卒よろしくお願いいたします。 

○議長（松田謙吾君） 喜尾企画課主幹。 

〇企画課主幹（喜尾盛頭君） 企画課の喜尾です。私からは（１）、当初の予定と現状等について、

また（２）、改正に向けたスケジュール等について説明をさせていただきます。まず副町長から説明

がありましたとおり、当初予算、また本年２月の全員協議会に説明をさせていただいた内容から変

更をさせていただきたいという点、大きくは改正時期でございまして、当初10月に改正したいとい

ったところを、直近で来年度、令和３年４月の改正に向け動き出したいということでございます。

それに伴いまして現状、そしてこういう形で進めたいという部分を説明させていただきたいと思い

ます。 

まず当初の予定と現状についてでございます。当初予定につきましては令和２年10月に改正とい

うことでありまして、９月末まではアイヌ政策推進交付金を活用しまして取得しましたバス、例え

ばデマンドバスにつきましては４台車両を取得し１台は既存のコースを、また残りの３台につきま

しては新しいコースを走るということで、現在走らせているところでございます。また交流促進バ

スにつきましても、当初予定としましてはウポポイの開設の４月24日ということで、そこから走ら

せる予定でございましたが、２度の延期で７月12日からの開設になりましたので７月12日から運行

を始めております。当初予定の中で10月以降どのような予定であったかということですが、まずは

元気号、今は３台体制で走っておりますが、それを２台にするというものでした。そしてデマンド

バスにつきましては、元気号を３台から２台にする理由としまして、デマンドバスを走らせる地域

については元気号を走らせない、重複的にはしない予定でございました。今は重複して走っている
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状態でございます。次に交流促進バスにつきましても利用実態を押さえた中で、それに沿うような

形で10月から変更してはどうかといったところが当初の予定でございます。 

ここで、資料の１、Ａ３の資料を見ていただきたいのですが、今説明をさせていただいた事項の

重複になりますが、内容を表でまとめたものでございます。こちら１行目につきましては、令和元

年度、昨年度行った事業と状況について記載しております。もともと元気号につきましては３台体

制で、デマンドバスについても１台でございました。こちらの表の一番左の列につきましては、一

般財源で行う部分で、真ん中と右側につきましてはアイヌ政策推進交付金で行っている事業という

表記になっております。２段目になりますが、令和２年の４月から９月につきましては、元気号に

ついてはそのまま３台体制で現在走らせているところでございます。そのうちの１台、マイクロバ

スにつきましては室蘭信用金庫から寄贈を受けた車両で、車両の所有者は白老町になっております

ので、こちらもアイヌ文様のラッピングをかけた中で今後走らせるという予定でございます。また、

デマンドバスにつきましては、既存のコースはそのまま１台新しく購入した車両で置き換えた形に

なっていますが、３地区につきましてはアイヌの交付金を活用した中で、今実証運行で走らせてい

るというものでございます。こちらは５月11日から新たな区域を走っております。また、交流促進

バスにつきましては７月12日から記載の停留所を回る形で今走っております。次に３段目になりま

すが、10月から３月で、当初予定につきましては、元気号につきまして３台体制より１台減車しま

して２台体制にし、それに合わせて路線ダイヤの見直し、そしてデマンド交通との重複の運行を解

消する予定でございました。また、デマンドバスにつきましても実証運行ではなく本格運行で走ら

せる予定でございまして、また、交流促進バスにつきましても10月から本格運行を目指していたの

が当初の予定でございます。 

ここで、もう一度元の資料に戻るのですが、現状等ということで、予定していた10月改正をある

程度見送った理由についてです。１番目としましては、実証運行を始めた３区域のデマンドバスの

利用状況が低調ということで、元気号からの転換がなかなか図られていない部分でございます。こ

ちらの理由につきましては、公共交通として３密になるといった部分、また周知不足と人の動き自

体が低調になっていることがあると思っております。ここで、資料２を見ていただきたいのですが、

これがデマンドバスと元気号の利用状況でございます。上の段が元気号、下がデマンドバスになっ

ております。元気号につきましては、今３台体制で走らせているのが平成29年10月からとなってご

ざいまして、30年度につきましては、３万200人ということで前年度に比べ約8,000人増となってお

りました。令和元年度につきましては、結果３万41人ということで159人の減になっておりますが、

こちら上半期を見ていただけると前年度から約700人の増になっておりますが、下半期が約855人減

ということで、特に２月、３月とコロナ発生時期から若干減少しております。令和２年６月までの

実績では４月、５月と落ちていまして、６月に若干盛り返しと少しずつ人の移動が出てきていると

いう押さえです。次に下段のデマンドバスについてです。デマンドバスは平成29年５月から運行を

始めておりまして、平成30年、令和元年と年を重ねるごとに登録者、また利用者も増えている状況

でございます。しかし、令和２年度４月は若干落ちていることと、５月、６月につきましては若干

元に戻ってきている状況です。ここでデマンドバスにつきましては５月から４台体制ということで、

新たに３台追加している区域については記載のとおりということで、例えば５月でいきますと、２
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号車は２名の利用、３号車は４名の利用、また４号車については18名の利用となっておりましたが、

６月につきましてはトータルで若干増えています。また登録者についても少しずつですが増えてい

る状況になっております。こちらは利用実績です。 

また、元の資料にお戻りいただきまして、現状等ということで２番では当初デマンドバスを始め

るに当たって、２月下旬また３月上旬に各地域を回って説明会を予定しておりました。これもやは

りコロナの影響で中止となっております。また、10月改正に向けてその案をお示しした中で５月下

旬には地域の説明会を開催したいと考えておりましたが、こちらも中止といいますか延期となって

おりまして、まだ近く実施もなかなか難しいと捉えております。また、交流促進バスにつきまして

は、ウポポイの開設が２度延期された関係で、７月12日から本当にまだ２日、３日くらいしか走っ

ていないという状況もございまして、10月改正を行うに当たり必要と捉えていた取組もなかなか行

えていないという状況です。また結果として、数値的な根拠やニーズの把握がはっきりとできてい

ないということもありまして、当初10月を予定していた改正を４月に延期させていただきたいと考

えております。 

それで延期したときにどのような状態になるのかというのが、資料１にお戻りいただきまして、

一番下に記載した部分、10月から３月の変更予定ということでございます。元気号につきましては、

今と同じように３台体制を維持したいと考えております。利用の状況は芳しくない部分があるので

すが、ここで10月に変えてしまうと利用者になかなか説明されない中でなってしまうという部分も

ございます。可能であれば現状のまま今年度は運行したいということでございます。そういったと

ころから10月の路線ダイヤはそのまま引き続いて行いたいということでございまして、デマンドバ

ス、交流促進バスにつきましても引き続き実証運行ということで様子を見ながらニーズを把握して

いきたいということです。ここで１点、課題といいますか出てくることとしましては、もともと１

台で行うとしていた一般財源１台としていた部分について、それが半年間２台になるといったとこ

ろで、この１台について半年分の追加予算措置が必要であると捉えているところでございます。こ

ちらの金額的な部分は正式な見積もりが来ていないのですが、積算した中でいいますと一番下に書

かせていただいたとおり、差額として840万円くらい出てくるということで、これにつきましては10

月までの間に何とか予算措置をさせていただければと考えております。 

続きまして、（２）の改正に向けたスケジュール等についてでございます。まず10月の改正を見送

った場合、まずは来年の４月の改正に向けて動き出すことを考えております。これから必要なこと

として町民の皆様には10月に改正することを広報等でお知らせしていた部分もございますので、そ

れを行わないという周知が必要ということで９月に周知させていただきたいという部分と、先ほど

の１台半年分の予算につきまして、10月までの間に補正予算で計上させていただきたいという部分

でございます。その利用状況や皆さんのニーズを把握するためには、やはり地域の方々や利用者の

方々から声を聞かなければならないということで、こちらにつきましては対策を行いながら10月中

下旬くらいには皆さんに説明をしたいと考えております。そちらの意見も受けた中で、内容を精査

しまして12月には全員協議会の場で皆様にも改正の予定内容をお示しさせていただいた中でご意見

をいただきたいと考えております。もしその中でいただいたご意見を踏まえながら、流れとしまし

ては、１月には地域公共交通の活性化協議会を開催しまして、２月に運輸支局に申請をした中で４
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月の改正ということを目指していきたいと考えております。早足になってしまいましたが、説明に

ついては以上でございます。 

○議長（松田謙吾君） ただいま説明がありましたが、この件について特に確認しておく必要があ

る方はどうぞ。 

13番、氏家裕治議員。 

〇１３番（氏家裕治君） 氏家です。説明は分かりました。少し延びるということもあって、今後

の考え方をお伺いしておきたいのです。元気号は虎杖浜の臨海地区を最終点としています。例えば

ＪＣＨＯ登別病院が登別東町に移ってきて、ウポポイが開設し回遊性を高めるという観点から考え

ると、行政区域があったとしても白老町から登別市へ延伸してはどうかと前からもそういう議論に

なっています。登別の駅前のＪＣＨＯ登別病院を通過して止まって、登別駅前から虎杖浜にお客を

流すようなそういった足の仕組み、白老には特急が止まるようになりました。白老周辺も交流バス

が走ります。でも虎杖浜から登別温泉に遊びに来た人たちが、電車で白老に真っすぐ行ってしまう

のと、登別から虎杖浜を歩きながら白老に向かってくる、こういった路線を考えられるべきではな

いかと思います。あくまで今後の考え方です。急にそれはできないのかもしれないですが、登別市

との協議はどうなっているのかお伺いしておきたいと思います。 

○議長（松田謙吾君） 工藤企画課長。 

〇企画課長（工藤智寿君） 登別までの延伸の話でございます。ＪＣＨＯ登別病院がどうというこ

とではないのですが、やはり竹浦、虎杖浜の住民の生活の足を考えた場合には金融機関へ行ったり、

買物したり、そういう部分の必要性の話はたくさん聞いております。町としても地域交通網計画な

どでも検討しますというような内容で書かせていただいております。実際には登別市においても地

域公共交通活性化協議会がつくられまして、今まさに白老町との行き来の部分をどのようにしてい

けばよいかという協議は担当者レベルですが実際に話しておりまして、当初の考え方としていたの

は10月に何とかできないかと昨年来より考えていたところでございます。ただ、今はコロナ禍の影

響ですぐにはなかなかできない部分がございますけれども、来年度の改正に向けては十分考えてい

く必要はあると認識はしているところでございます。 

○議長（松田謙吾君） 13番、氏家裕治議員。 

〇１３番（氏家裕治君） 氏家です。話は分かりました。観光協会関係もしっかり巻き込んだ中で

協議していかなければならない問題だと思います。課長が言ったとおり確かに地域の足としての活

用性もあります。生活圏として登別のコープなどの商店街を利用される方も結構います。ＪＣＨＯ

登別病院は別にしても、ＪＣＨＯ登別病院に白老町から相当お世話になっている方がいらっしゃる

のではないですか。いずれにしても観光協会も含めてウポポイまでの、例えば社台から虎杖浜まで

というのであれば、そういった路線の確保も今後もしかるべき考えていかなければならないですし、

決して登別市にとってもデメリットばかりではなく優位な点も出てくると思います。白老町が積極

的にそういったことを仕掛けていく協議の場にしていただきたいと思った観点から一言だけ発言さ

せていただきました。 

○議長（松田謙吾君） 竹田副町長。 

〇副町長（竹田敏雄君） それでは、今の件につきまして私からお答えさせていただきたいと思い
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ます。地域の足、それから観光のバスとそういった部分も含めて、本来であれば10月ということだ

ったのですけれども、できない部分もありましたのでその部分はずれ込んでいくことにはなります。

そういったものも含めて登別のその協議会とも話合いをしていきたいと考えております。 

○議長（松田謙吾君） ほかにございませんか。 

３番、佐藤雄大議員。 

〇３番（佐藤雄大君） ３番、佐藤です。元気号という愛称がどのような由来であったか分かりま

せんが、交流促進バスに名前をつける予定があるのかどうか、そこについて伺います。 

○議長（松田謙吾君） 冨川経済振興課長。 

〇経済振興課長（冨川英孝君） 元気号とデマンドバスは模様をつけて、元気号というようなこと

で行っていますが、今の段階では交流促進バスについて２台運行させていただいており、愛称とい

うのは考えていなかったところではあります。 

○議長（松田謙吾君） ３番、佐藤雄大議員。 

〇３番（佐藤雄大君） 交流促進とうたうなら、楽しめるような愛称があったらよいのではないか

と思います。町内の小学生や中学生に公募して選んでもらうといった形もよいかと思いましたので、

発言させていただきました。 

○議長（松田謙吾君） 喜尾企画課主幹。 

〇企画課主幹（喜尾盛頭君） 名称のお話ですが、やはり元気号は地域循環バスということで、な

かなか呼びづらい部分もありまして元気号という愛称になっております。また、デマンドバスも交

流促進バスもなかなか呼びづらい部分があり、皆様に関心を持っていただける部分の中でもやっぱ

り愛称をつけた中で今後運行させていただく必要もあるかと考えておりますので、そこを検討して

いきたいと考えております。 

○議長（松田謙吾君） よろしいですか。ほかにございませんか。 

２番、広地紀彰議員。 

〇２番（広地紀彰君） 広地です。流れの確認で１点あります。実証運行をしっかり進めていく必

要があるということは理解できました。それで、当初予定ですと既に交流促進バスは４月から運行

を始め、ウポポイの開業と合わせながら、大体４月から10月の半年余りで本格運行をして、当然で

すがその前段として数か月間の実績を見極めて、改正内容もいろいろと考えるというような半年余

りのスケジュールの組立てだったと思うのです。今回４月改正に向けて多少期間は長くなっている

のですけれど、同じような流れとして、まず、実証運行を開始して、その利用実績等々を積み上げ

ながら改正内容を示す議会説明が12月に予定されています。当然その前段にここをこう改良したほ

うがよいのではないかと、庁舎内で検討が進むといった流れを受け、議会説明や地域公共交通活性

化会議等も踏まえながら本格運行を迎えるといった流れの中で、当初半年余りのスケジュールが今

回は４月に向けたスケジュールで同じような協議の過程を経るということでよろしいでしょうか。 

○議長（松田謙吾君） 工藤企画課長。 

〇企画課長（工藤智寿君） 広地議員のご質問いただいた部分については、これまでできなかった

部分、特に我々が住民の皆様に説明する機会もありませんでしたし、それから町民の皆様の声をお

聞きする場面も非常になかったというところもございます。そういった声をきちんと捉えた中で、
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そのスケジュールに沿って進めていければと考えているところでございます。 

○議長（松田謙吾君） ほかにございませんか。 

11番、及川保議員。 

〇１１番（及川 保君） 及川です。今の説明は理解をいたしました。この元気号の運行状況につ

いて、４、５年がたちますか。町民の中から大変な不評をいただきまして、議会でも対応しなくて

はならないという状況の中で、町も真剣に取り組んだ経過があります。今回デマンドバスを主体と

した運行をしようとしており、各議員からの意見等々ありました。その中で町民が主ですから苦情

が出ないようなしっかりとした意見集約をして運行するようにするべきだと私は考えています。今

回の延期についてはコロナ禍の状況ですからやむを得ないですけれども、元気号を含めたデマンド

の運行をなくしてはいけないと思っていまして、そういった町民との関係を対応するべきだと思う

のですが、その辺りをお聞きしたいと思います。 

○議長（松田謙吾君） 工藤企画課長。 

〇企画課長（工藤智寿君） 及川議員のおっしゃったことは非常に大事な視点だと捉えております。

先ほどの答弁と重複するかもしれませんが、やはり町民の皆様の声をきちんとお聞きするというこ

とは非常に大切だと思っております。また、こちらの考え方といいますか、こういう乗り方もでき

ますということですとか、どのように使ったらよいのかということも含めて元気号、デマンドバス、

交流促進バスも併せて、回数も多く持ちながら住民の皆様にきちんと説明をしていく機会を設けて

いきたいと考えているところでございます。  

〇議長（松田謙吾君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（松田謙吾君） 質疑なしと認めます。 

それでは、ご意見ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松田謙吾君）ご意見なしと認めます。 

これをもって地域公共交通の路線・ダイヤ改正についての協議を終了いたします。 

                                          

     ◎閉会の宣告 

○議長（松田謙吾君） 以上をもって、本日の全員協議会を閉会いたします。 

                                 （午後 ２時４５分） 


